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　掛川市では、“希望が見えるまち”“誰もが住みたくなるまち”を目指して、「教育・文化」「健康・子育て」

「環境」の３つの日本一のまちづくりを推進している。その中で、Ｈ 25.5 急性期医療を担う「中東

遠総合医療センター」開院に伴う退院後の支援体制づくりの必要性から、Ｈ 22 年度より、地域健康

医療支援センター「ふくしあ」を市内５か所に設置し、「掛川版地域包括ケア」を展開している。住

み慣れた地域で安心して在宅生活を送れるよう、医療・保健・介護など生活面にわたる総合相談や各

種制度の運用、全体のコーディネイトを行う「行政」、高齢者の総合支援を行う「地域包括支援セン

ター」、地域の育成や見守りネットワークの構築を行う「社会福祉協議会」、在宅医療を支える「訪

問看護ステーション」の官民４団体が同じフロアーで活動している。

　最近の健康問題は、生活習慣病をはじめ、介護・孤独死・虐待・うつ病・自殺・貧困など多岐にわ

たり、複雑で、困難化している。そのため、迅速な対応や多様な支援内容の提供が求められている。

「ふくしあ」設置前の単独機関では対応困難だった事例が、多機関による地域ケア会議などで情報共

有や役割分担をすることで総合支援が可能になってきました。さらに健康・医療・障害・経済などの

複合的な問題への解決に繋がった事例やケースが重症化する前に対応できた事例など多職種が連携し

て総合支援に取り組むことで、個人や家族問題への解決だけでなく、地域力の推進や強化にも結びつ

いている。

　「ふくしあ」設置以降、地域住民からは「地域の窓口として、相談しやすくなった」など嬉しい声

が寄せられている。また、健康づくりや生活習慣病予防を目標とした「ふくしあ健康相談」、「ふ

くしあ健康講座」など地域に巡回しての予防活動を保健師が中心となって展開している。最近では子

供から高齢者まであらゆる世代に働きかけることで、地域の理解が得られ、地域主体の活動へと広が

り、一つ一つの活動が地域包括ケア体制の構築にも繋がっている。

　今後も「ふくしあ」の所長として、保健師として、住民の顔が見える地域活動を大切にしていきた

い。

総合的な在宅支援「ふくしあ」の活動から
　　 　　　 　　　　　　　　　　岡田　美穂（掛川市西部地域健康医療支援センター）

東京女子医科大学看護学会第11回学術集会　シンポジウム
「2025 年問題に向けた私たちの挑戦」



− 70 − − 71 −

KAKEGAWA CITY

掛川市西部地域健康医療支援センター所長 岡田 美穂

総合的な在宅支援「ふくしあ」の活動から

掛川市地域健康医療支援センター「ふくしあ」

「ふくしあ」という愛称には次のような思いが込められています。

①「ふくしあ」は、「ふく（福）」＋「しあ（幸）（しあわせ）」を表します。
② 医療・保健・福祉・介護の４要素を大枠で福祉（ふくし）と捉え、

総合的に含む意味からall（総て）のａを採り（あ）を繋げています。
③ 「ふくしあ」は花の名でもあり、花言葉は「あたたかい心」。

介護等を要する方への家族の暖かく思いやる気持ちや各家庭の福祉全般を
気遣う市（行政）の暖かい気持ち（施策）などとも関連付けています。

１

KAKEGAWA CITY

掛川市の概要
（平成27年4月1日現在）

位置 東経138°00′
北緯34°45′

面積 265．63k㎡
人口 117,450人
（高齢者人口28,673人）
（高齢化率 24.4%）
（出生数 1,073人）H25
（出生率 9.3）H25
（死亡率 9.8）H25

世帯 41,701世帯

市の花 ききょう
市の木 きんもくせい
市の鳥 うぐいす

太平洋を望む
「潮騒橋」

本格木造復元
「掛川城天守閣」

木造駅舎
「JR掛川駅」

遠州横須賀
「三熊野神社大祭」

全国初の自治体病院同士の統合

「中東遠総合医療センター」

医療・保健・福祉・介護・教育の中核ゾーン

「希望の丘」総合的な在宅支援の地域拠点

地域健康医療支援センター「ふくしあ」

世界農業遺産
「茶草場農法」

２

「誰もが住みたくなるまち」、「希望が見えるまち」を目指し
「教育・文化日本一」 「健康・子育て日本一」、「環境日本一」の
３つの日本一のまちづくりに取り組んでいます

KAKEGAWA CITY

• 新たな医療体制への対応

• 少ない医療資源で提供された医療行為を
無駄にしない体制が必要

地域医療の

危機

• 家族構成の変化や家族の支援能力が
低下したことで、困難事例が増加

家族構成・

変化への対応

• 社会のあり方の変化に対応できる
中長期的に機能する支援体制構築が必要

• 地域を見て活かすことが必要

社会変化への
対応

• 支援は必要だか、制度の隙間に落ちて
しまい受けられない人への支援のあり方

• 症状や年齢に囚われない支援体制が必要

垣根のない

支援の必要性

地
域
と
と
も
に
成
長
し
て
い
け
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

取り組みの基になった危機感

多くの住民の願いでもある、住み慣れた地域で安心して最後まで暮らしてい
けるようにするためにはどうしたら良いか・・・

総合支援
体制の
構築

地域力の
向上

住民性の
育成

３

KAKEGAWA CITY

－中東遠医療圏－
磐田市立総合病院

（がん・周産期・救命救急）

菊川市立総合病院
（精神・家庭医療・回復期）

市立御前崎総合病院
（回復期・療養）

公立森町病院
（家庭医療・回復期）

袋井市センター化構想
（開業医支援・回復期・療養）

一次医療（初期救急）
通院、訪問診療、往診、看取り

かかりつけ医・薬局
休日夜間急患診療室

二次医療（二次救急）

入院、高度検査、救急

病診・病病・後方連携、退・転院支援

急性期病床

回復期病床

療養病床

亜急性期病床

地域完結型医療

転院支援

地域包括ケア（在宅医療支援・在宅介護支援・生活支援）
地域医療推進課、保健予防課、福祉課、高齢者支援課、こども希望課 ふくしあ

施設利用

介護施設等

訪問看護

医療法人社団 綾和会
掛川北病院

掛川東病院

掛川市の地域医療連携体制
～住み慣れた地域で最期まで安心して生活できるための医療体制～

脳・心血管内治療センター
救命救急センター
ＩＣＵ・ＣＣＵセンター（集中治療室）
ＰＥＴセンター（がんの早期発見）
認知症疾患医療センター
地域医療再生支援センター 等

中東遠総合医療センター

後方支援病院

自宅

三次医療（三次救急）

高度治療・救命救急
浜松医科大学付属病院、県西部浜松医療センター、

聖隷浜松病院、聖隷三方原病院、
県立総合病院、県立がんセンター、県立こども病院

等

在宅医療支援

地域完結型医療体制整備と
地域包括ケアシステムの構築

希望の丘
医療・保健・福祉・介護・教育の中核ゾーン

他 民間１２病院 f.a.n.地域医療を育む会
住民目線での意識啓発

地域医療を支える

地域包括ケアを支える

住まいのあり方を支える ４

fukusia‐KAKEGAWA CITY

地域健康医療支援センター「ふくしあ」とは

「住み慣れた地域で最期まで暮らせる」ように、医療、保健、
福祉、介護を多職種連携により総合支援を行う地域拠点

ふくしあ支援の４つの柱

社 協

地域健康医療支援センター「ふくしあ」

包 括

行 政

訪 看

ＣＳＷ
（地域福祉相談員）

看護師
ＰＴ、ＯＴ

所 長
保健師
事務職

保健師等
社会福祉士
主任ケアマネ

生活支援在宅医療支援

在宅介護支援

予防支援

５

fukusia‐KAKEGAWA CITY

「ふくしあ」の地域包括ケアシステム

在宅医療支援 在宅介護支援

生活支援

社 協

行 政

訪 看 包 括

かかりつ
け医

ケアマネ
ジャー

介護
事業所

病 院

民生委員
地区福祉
協議会

○訪看 → 包括
医療ケアに関する助言

○包括・行政 → 訪看
訪問看護適正利用に向け、包括・行政による
ケアマネ等への資質向上、啓発

○ふくしあの行政
多職種連携による総合支援体制の推進、市役所各課との連携調整による支援、情報の共有化、入所各団体への活動支援

ふ く しあ

連携による在宅看取りの推進

見守りネットワーク活動推進地区福祉協議会の育成

高齢者の介護予防、実態把握、
地域作りの推進

○包括・行政 → 社協
地区社協で把握した要援護者に対する
フォーマル（公的）なサービス支援

○社協 → 包括
社協が構築している見守りネットワーク
システム等、包括への地区福祉基盤の
提供

○訪看 → 社協・行政
社協の見守りネットワーク等、資質向上や
住民の医療知識向上のための機会提供

○社協 → 訪看
訪問看護利用者へ見守り等、地域支援情
報の提供

予防支援 ６
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fukusia‐KAKEGAWA CITY

西部ふくしあ

東部ふくしあ

南部大須賀ふくしあ

平成22年10月1日開所

平成23年10月3日開所
南部大東ふくしあ

平成24年２月１日開所

ふくしあのエリア

市内５箇所に設置

平成25年12月２日開所

人口 30,088人

高齢者人口（高齢化率） 6,270人（20.8%）

介護認定者数（認定率） 986人（15.7%）

中学校数 １校

人口（世帯数） 117,450人（41,701世帯）

高齢者人口（高齢化率） 28,673人（24.4%）

介護認定者数（認定率） 4,458人（15.5%）

中学校数 ９校

掛川市平成27年4月1日現在

人口 27,108人

高齢者人口（高齢化率） 6,120人（22.6%）

介護認定者数（認定率） 954人（15.6%）

中学校数 ２校

人口 28,466人

高齢者人口（高齢化率） 7,653人（26.9%）

介護認定者数（認定率） 1,152人（15.1%）

中学校数 ３校

人口 20,430人

高齢者人口（高齢化率） 5,267人（25.8%）

介護認定者数（認定率） 794人（15.1%）

中学校数 ２校

人口 11,358人

高齢者人口（高齢化率） 3,363人（29.6%）

介護認定者数（認定率） 572人（17.0%）

中学校数 １校

中部ふくしあ
平成2７年４月1日開所

大須賀区域（旧大須賀町） 大東区域（旧大東町）

掛川区域（旧掛川市）掛川区域（旧掛川市）

掛川区域（旧掛川市）

７

fukusia‐KAKEGAWA CITY

特長１ 多職種連携

入所団体
東 部

ふくしあ
中 部

ふくしあ
西 部

ふくしあ
南部大須賀

ふくしあ
南部大東
ふくしあ

行 政

医療・保健・福祉・介護の相談・支援、情報提供、申請受付

所長： 保健師 （１）
事務職 （２）

所長： 事務職 （１）
保健師 （１）
事務職 （１）

非常勤事務職 （１）

所長： 保健師 （１）
事務職 （２）

所長： 事務職 （１）
保健師 （１）
事務職 （１）

非常勤事務職 （１）

所長： 事務職 （１）
保健師 （１）
事務職 （１）

非常勤事務職 （１）

地域包括支援
センター

高齢者の各種相談・支援、介護保険に関する相談、介護予防事業の利用に関する相談

＜天竜厚生会＞
保健師 （１）
主任ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ （２）
社会福祉士 （１）
非常勤看護師 （２）

＜天竜厚生会＞
看護師 （１）
主任ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ （１）
社会福祉士 （１）
非常勤看護師 （２）

＜掛川社会福祉事業会＞

保健師 （１）
主任ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ （１）
社会福祉士 （１）
非常勤看護師 （１）

＜大須賀苑＞
主任ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ （１）
看護師 （１）
社会福祉士 （１）

＜大東福祉会＞
保健師 （１）
主任ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ （１）
社会福祉士 （１）

社会福祉協議会

地区福祉活動支援、見守りネットワーク支援

ｺﾐｭﾆﾃィｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

（２）
ｺﾐｭﾆﾃィｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

（２）

ｺﾐｭﾆﾃィｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

（２）
ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

（２）
ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

（２）

訪問看護
ステーション

訪問看護、訪問看護利用に関する相談

＜訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

掛川＞
看護師 （５)
非常勤看護師 （６）
事務職 （１）

＜ケアステーション
明日香＞

看護師 （５)
PT・ST （５）

事務職 （１）
ケアマネジャー （５）

＜訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

掛川サテライト＞
看護師 （１）
非常勤看護師 （１）

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
大東と連携

＜訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
大東＞

看護師 （５）
非常勤看護師 （７）
事務員 （１）
ケアマネジャー（１）

８

fukusia‐KAKEGAWA CITY

〈家庭訪問の場面〉

特長２ アウトリーチの重視

９

fukusia‐KAKEGAWA CITY

地 域
（コミュニティ）

福

祉

医

療

保

健

介

護

子
育
て

特長３ 垣根のない支援

ふ く し あ
行政のフォーマルなサービスと

地域の力を活かしたインフォーマルなサービスをミックスした支援

各課と連携により制度の隙間を埋める総合支援

10

fukusia‐KAKEGAWA CITY

父（80歳代）
認知症・前立腺癌

包 括

行 政

デイサービス

次女（40歳代）
統合失調症・糖尿病

訪 看

ふくしあの支援ケース①

（目標） 認知症の父と精神疾患のある娘を在宅で支える。

日常生活自立支援事業

精神科病院

見守り支援員

就労継続支援事業所

かかりつけ医

ケアマネジャー

母
介護施設入所中

姉
精神障害

（県外在住）

ケース会議

各種制度利用
関係課との調整

相談支援事業所

居宅介護（ホームヘルプ）

認知症疾患医療センター

社 協

11

fukusia‐KAKEGAWA CITY

多職種での地域ケア会議

会議の参加者
☆本人・家族
☆本人の支援機関

相談事業所
就労継続支援事業所
市役所担当課

☆家族の支援機関
ケアマネジャー
ふくしあ（地域包括支援センター）

デイサービスセンター
☆家族全員の支援者

ふくしあ（訪問看護）

（社会福祉協議会）
（行政保健師）

民生委員

12
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fukusia‐KAKEGAWA CITY

男性（60歳代）
うつ病

包 括

行 政

娘（30歳代）

ふくしあの支援ケース②

（目標） 独居の男性への在宅支援

警察 ・ 交番
精神科病院

見守り支援員

社 協

区長 ・ 副区長

1週間に一度夜中に
食事を運んでいる

各種制度利用
関係課との調整

民生委員

近隣 （寺）

福 祉 課

地域ケア会議

13

訪 看

fukusia‐KAKEGAWA CITY

地域
（コミュニティ）

民生・児童委員

ボランティア団体

地区福祉協議会

食生活推進協議会

保健活動推進委員

見守りネットワーク

～小地域福祉ネットワーク～

〈ふくしあ健康相談〉

地域包括ケアを活かした地域作り

地域力の向上支援

ふくしあ

〈学校への福祉教育〉

〈アウトリーチによる健康相談〉

健康増進・
予防的活動

14

fukusia‐KAKEGAWA CITY

【市民側の声の一例】

開所後の成果（市民から）

「どこに相談してよいかわからなかった

が、適切な部署や制度に繋げてもらっ
た。」「家庭まで出向き、家族の困りごと
を聞いてもらえて、解決につながった」

「これまで、地区役員や民生委員

が対応に悩んでいたケースに、ふく
しあが入って解決した。役員の負
担軽減にもつながった」

「訪問看護をお願いして、家で看と

ることができた。夜だったが、すぐ訪
問してもらえてありがたかった。」

「日中独居の母親のことをふくしあに相

談したら、見守りネットワークを築いても
らえ安心して働きに行けるようになった」

「家族が骨折したので、ふくしあへ相談

したら夕方にはベットが借りられ、迅速
に対応してもらえた。車椅子・福祉車
輌の借用も早期に手続きが済んだ」

「近くで相談できるのが良い。地域
に住むものとして安心感がある」

「一箇所でいろいろな対応をし
てもらえるので分かりやすい」

「自分の体にはあまり気をつかっ

ていないので、相談にのってくれ
る機会があるのは嬉しい」

「ふくしあ出張健康相談をまたやってほ

しい。運動指導や健康体操、健康不安
の改善策のアドバイスをして欲しい」

「地域で困った人が出たらふくしあ
に相談したい。安心できる。」

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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ふくしあの 成果 と 課題

課題２ 地域医療と介護の連携促進

課題３ 地域と協働した予防活動の推進

成果３ 訪問看護による在宅医療の拡充

成果１ 複合型ケースへの対応能力向上

成果２ 地域に根ざした予防活動の推進

課題１ ふくしあの総合支援体制の検証
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在宅医療支援

在宅介護支援

生活支援

かかり
つけ医

ケア
マネ
ジャー

介護
事業所

病 院

民生・児童
委員

地区福祉
協議会

連携による在宅看取りの推進
見守りネットワーク活動推進
地区福祉協議会の育成

高齢者の介護予防、実態把握、
地域作りの推進

予防支援

食生活
推進
協議会

保健委員

健康活動の推進

行 政

訪 看 社 協

包 括

ふくしあ

見守り
ネットワーク

警察消防署

幼稚園
保育園

学 校
小・中・高

福祉課
地域医療
推進課

高齢者
支援課

保健
予防課

教育
委員会

こども
希望課

地域ケア会議

薬 局

「ふくしあ」の地域包括ケアシステムの広がり
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http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/life/iryou/fukusia.html

掛川市地域健康医療支援センター「ふくしあ」
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